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いての教育を充実させるとともに、それを社
会に啓発していくことも私たちの大切な役
目です。
　こうした医療人の道に進むため、高校時
代には先ほど述べた教養と感性、多様性
を受け入れるコミュニケーション能力の3つ
を身につけてほしいと思います。教養とは、
幅広い知識と精神の修養などから来る創
造的活力や心の豊かさ、理解力であり、状
況の変化に広い視野から的確に対応でき
る力と定義することができます。感性は、外
からの刺激に応じて何らかの印象を感じ取
る、その人の直感的な心の働きであり、その
感じたことを何らかの形で表現する力です。
　そのためには、失敗を恐れないことが大
事です。自分は何者で何ができるかという自
己アイデンティティを身につける経験をぜひ
積んで欲しいと思います。失敗は、それを養
う方法の一つなのです。そして、IT（インフォ
メーション・テクノロジー）のスキルと知識を
習得しておくことと、医療の世界にやりがい
を感じて医療人になろうという強い意思を
もつことが大切です。

　文部科学省「スーパーグローバル大学
創成支援」タイプA（トップ型）に採択された
本学の「TMDU型グローバルヘルス推進
人材育成構想：地球規模での健康レベル
向上への挑戦」は、世界トップクラスの長
寿国であり、医療レベルと国民皆保険をは
じめ保険医療の分野の制度が充実してい
るわが国の経験と実績を踏まえて、世界の
健康レベルの向上に貢献しようというもの
です。この実現のため、来年度から大学院
にグローバルヘルスリーダー養成コースを
新設するなどグローバルヘルスを推進する
人材の育成に全力を尽くしています。
　本学では、これまでも野口記念医学研
究所共同研究センター（ガーナ）、東京医
科歯科大学・ラテンアメリカ共同研究拠点
（チリ）、チュラロンコーン大学・東京医科
歯科大学研究教育協力センター（タイ）の3
つの海外拠点に医学科や保健衛生学科、
歯学科、口腔保健学科の学生を派遣して

　今、医学・医療を巡る世界の環境は大
きく変わりつつあります。東京医科歯科大
学では10年後、20年後の医学・医療はど
うなるかをシンクタンクで議論しているので
すが、気候変動一つとってもそれによって
医療は変化してくるのです。局所的な豪雨
によってもたらされた災害は環境汚染によ
り感染症を発病させ、多くの負傷者も出ま
す。本学では大学院に共同災害看護学専
攻のコースを設けていますが、災害医療も
重要になってきます。戦争やテロリズムとも
無縁ではありません。
　また、日本をはじめ欧米先進国では今、
急速な少子高齢化が進み、超高齢社会を
迎えようとしています。こうした中で、医療の
分野では先制医療と在宅医療が中心にな
りつつあります。先制医療は「個別化予防
医学」で、個人の遺伝的背景を基にした一
次予防をいいますが、老いも若きも元気に
病気をせずに人生を送るための医療です。
がんの遺伝子診断に基づくプレシジョン・メ
ディシンも進めなくてはいけません。
　こうした中で、我々はどんな医療人を目
指すべきなのか。それが、東京医科歯科大
学の基本理念である「知と癒しの匠を創造
し、人々の幸福に貢献する」の中に凝縮さ
れています。ここでいう「知」とは、知識と技
術と自己アイデンティティであり、「癒し」と
は教養と感性、多様性を受け入れるコミュ

います。また、海外の医療人材育成にも力
を入れており、チリ大学及びタイのチュラル
ンコーン大学とのジョイントディグリー（共同
学位）プログラムが日本で初めて認められま
した。さらにガーナ大学やマヒドン大学との
連携の強化を図っていく計画です。

　これからの医療をさらに充実させていくた
めには、医学・歯学・工学の連携体制をより
強化することと、全人的医療の実現を目指
すことが求められています。昨年は、「統合
教育機構」と「統合国際機構」を設置しまし
たが、今年に入り、医学・歯学・工学の連携
研究の原動力となる「統合研究機構」と、
IRの推進など全学の情報戦略を企画立案
できる「統合情報機構」、それに「統合診療
機構」を新設しました。すでに超高齢社会
に備えた「長寿・健康人生推進センター」
が稼動しています。
　東京医科歯科大学は、今年３月、英国
の世界大学評価機関クアクアレリ・シモン
ズ（QS）が発表した分野別QS世界大学
ランキングで、歯学分野において日本第１
位、世界第３位に選出され、医学分野も
日本第４位の高評価を得ました。これからも
「教職員と学生が誇りと気品に満ち、生き
生きしている」「患者さんは本学の病院を信
頼し、受診していることを誇りに思う」「同窓
生が胸に本学のバッチを付け、それぞれの
社会で活躍している」という大学の将来像
の実現に向け、「積極思考で全力を尽くす」
「己を知れば邪心なし」の精神をモットーに、
「世界に飛翔する知と癒しの匠」の育成
に全力を注いでいきます。

ニケーション能力のことと言えましょう。どん
なに技術や知識があっても、己を知らなけ
れば医療人として失格です。患者さんの多
様性を理解しなければいけませんが、己が
しっかりしていないと、その多様性を受け入
れて、専門家として正しい助言をするのが
難しくなります。そこで、「知」に自己アイデン
ティティが加わるのです。
　相手の心を理解した上で、専門家として
の助言ができること、なおかつ一緒になって
悩み、苦しむのが医療人です。だからこそ、
人間としての教養、感性とコミュニケーショ
ン能力が欠かせないのです。患者さんは一
人ひとりみな違います。患者さんのバックグ
ラウンドについての理解を含めた全人的医
療が求められているのです。

　ICT（インフォメーション・アンド・コミュニ
ケーション・テクノロジー＝情報通信技術）
や、AI（人工知能）の進歩を背景にビッグ
データやIoT（Internet of Things）、ロボ
ティクスに関わるデータサイエンスは今や
必須なものとなってきました。東京医科歯
科大学では来年度から大学院の改革を実
施。「先制医歯理工学コース」を新設して、
医療ビッグデータを統合し解析するための
疫学、統計学、数理科学の知識を持ち、的
確な分析・解析ができる人材や、センシング
のデバイスと同時にデータ取得技術を開発
できる人材を養成していきます。
　しかし、ここで大切になってくるのが「知と
癒しの能力」です。AIのデータ処理能力は
人間の比ではありませんが、AIは自ら課題
を見つけて自ら解決を見つけることはできま
せん。また、AIが進歩して患者さんと少しぐ
らいの会話ができるようになっても、最終的
にその病気のバックグラウンドを考察して正
しい判断をできるのは「知と癒しの能力」を
もった医師なのです。ICTやAIが進歩する
時代にこそ、逆に「知と癒しの能力」はます
ます必要となってくるのです。そして、超長
寿社会になればなるほど、尊厳を持って死
を迎えるにはどうすればいいか、という「死
生観」も重要になってきます。死生観につ

CT（情報通信技術）や、AI（人工知能）、IoT（Internet of Things）のめざましい
“進化”に伴い、データサイエンスは今や医療の世界でも必須となり、医療ビッ

グデータの構築が急務となってきました。また、自然環境の変化や超高齢社会の到来
も医療のあり方を大きく変えようとしています。そうした中で医療人はどうあるべきなの
か。医療の道を志す若者は何を学べばいいのか。「知と癒しの匠を創造し、人々の幸
福に貢献する」ことを掲げる東京医科歯科大学の吉澤靖之学長にお聞きしました。
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